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2.2 調査方法の概要 

 調査は2016年4月16日1:25の地震（以下，2016年4月16日1:25の地震を本震，2016年4月14日21:26の地震

を前震と表記）後の2016年4月24日～5月23日に行い，調査範囲は，強震観測点から半径200 m円内とし

た．半径200 m以内としたのは，強震観測点で観測された地震動とできる限り同一の揺れと見なせるよ

うに観測点近傍に範囲を限定すること，建物被害率を算出するために充分な数の建物が存在することの

相反する2つの条件を考慮した結果である2)．範囲内の全ての建物について，外観から被害レベル，構造

種別を判定し，被害率算出のための被害レベルは，全壊4)，大破5)という大きな被害のみとした．なお，

倉庫，蔵等や地盤被害，基礎の被害を受けた建物は対象外とし，建物棟数と被害棟数にはカウントせず，

後述する建物分布図にも記載していない．つまり，調査範囲内の倉庫や蔵等を除く全ての建物の振動に

よる上部構造の被害を対象とした．定量的な被害データは建物のみであるが，地盤等の建物以外の被害

についても調査，記録を行った． 
 

3.調査結果 

 

3.1 各観測点周辺の被災状況 

 本節では，各観測点周辺の被災状況について述べる．以下には各観測点周辺（観測点から半径200 m

円内）の建物分布図を示しているが，図中の「<」は写真を撮った向き，番号は，写真番号の数字を表

している．各建物はその中心位置に○印で表していて，建物の一部が観測点から200 m円内にあれば範

囲内としているため，○印の位置が半径200 m円内の若干外側になることもある．○印の中の数字は建

物階数で，数字なしは2階建を意味している． 

(1)K-NET熊本（前震:震度6弱,本震:震度6強） 

観測点は，熊本市東部土木センター（写真1）の敷地内に設置されている（写真2）．観測点周辺（観

測点から半径200 m円内，以下同じ）の建物分布図を図2に示す．円内に大きな高低差の変化は無い．周

辺には183棟の建物（うち木造建物176棟）があり（写真3～8），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真9），

外装材が被害を受けた木造建物（写真10）が見られたが，全壊・大破といった大きな被害を受けた建物

は見られなかった． 
 

 
図2 K-NET熊本周辺の建物分布 

Ｎ

1

1

1

1

1

1

1

1

11

1
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1

1
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3

4
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6

7
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木造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2 階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号



 
 

写真 1 熊本市東部土木センター

写真

写真

写真

熊本市東部土木センター

写真 3 周辺の様子

写真 5 周辺の様子

写真 7 周辺の様子

熊本市東部土木センター          

周辺の様子           

周辺の様子        

周辺の様子        
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        写真 2 

         写真

         写真

         写真

2 観測点の設置状況

写真 4 周辺の様子

写真 6 周辺の様子

写真 8 周辺の様子

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

周辺の様子 

 

 

 

 

 



 
 

写真

(2)熊本中央区大江震度計（前震

観測点は，

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

円内に大きな

物（うち木造建物

害を受けた建物（写真

た． 
 

 

写真 9 瓦屋根が被害を受けた木造建物

熊本中央区大江震度計（前震

観測点は，熊本市消防局

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

円内に大きな高低差の

物（うち木造建物70棟）があり（写真

害を受けた建物（写真

瓦屋根が被害を受けた木造建物

熊本中央区大江震度計（前震:

熊本市消防局（写真

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

高低差の変化は無いが，北から西にかけて川が

棟）があり（写真

害を受けた建物（写真20）が見られたが，

図3

3
7

5
4 4

5

3

3

7

6

3

33

5

3

3 4

4

5
8

5

16

20

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根が被害を受けた木造建物

:震度5強,本震

（写真11）の敷地内に設置されて

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

変化は無いが，北から西にかけて川が

棟）があり（写真14～18），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

）が見られたが，全壊・大破といった

3 熊本中央区大江震度計周辺の建物分布

4

9

3

1

4

3

3
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3 3
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6

8

3

3

3
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丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根が被害を受けた木造建物         写真

本震:震度6強）

）の敷地内に設置されて

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

変化は無いが，北から西にかけて川が

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

全壊・大破といった

熊本中央区大江震度計周辺の建物分布

1

5

4
3

3 3

3

1

4
10

4

11

12

14

18

写真 10 外装材が被害を受けた木造建物

強） 

）の敷地内に設置されており（写真

録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．観測点周辺の建物分布を図

変化は無いが，北から西にかけて川が流れている

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかっ

熊本中央区大江震度計周辺の建物分布

1

5

5

5

3

1

1

7

4

4

3

3

1

19

外装材が被害を受けた木造建物

（写真12），建物近傍のため，観測記

観測点周辺の建物分布を図

流れている（写真13）．周辺には

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかっ

 

熊本中央区大江震度計周辺の建物分布 

Ｎ

9

3

外装材が被害を受けた木造建物

建物近傍のため，観測記

観測点周辺の建物分布を図

）．周辺には148

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真19），外装材が被

大きな被害を受けた建物は見られなかっ

 

 

 
外装材が被害を受けた木造建物 

建物近傍のため，観測記

観測点周辺の建物分布を図3に示す．

148棟の建

），外装材が被

大きな被害を受けた建物は見られなかっ



 
 

写真

写真

写真

写真

写真 11 熊本市消防局

写真 13 周辺の様子

写真 15 周辺の様子

写真 17 周辺の様子

熊本市消防局          

周辺の様子               

周辺の様子                  

周辺の様子           
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          写真 12 

           写真

        写真

            写真

2 観測点の設置状況

写真 14 周辺の様子

写真 16 周辺の様子

写真 18 周辺の様子

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

周辺の様子 

 

 

 

 

 



 
 

写真

(3)JMA熊本西区春日（前震

観測点は，

震計は，熊本地方気象台の他の観測機器と共に

に設置してあるか，掘削して設置してあるかは不明）．

周辺には

の被害を受けていた（写真

建物棟数が少ない

は 2.3%）であった．

 

 

写真 19 瓦屋根が被害を受けた木造建物

熊本西区春日（前震

観測点は，JR 鹿児島本線の線路沿いの熊本地方合同庁舎（写真

震計は，熊本地方気象台の他の観測機器と共に

に設置してあるか，掘削して設置してあるかは不明）．

周辺には 68 棟の建物（うち木造建物

の被害を受けていた（写真

建物棟数が少ない（8
）であった．

瓦屋根が被害を受けた木造建物

熊本西区春日（前震:震度6

鹿児島本線の線路沿いの熊本地方合同庁舎（写真

震計は，熊本地方気象台の他の観測機器と共に

に設置してあるか，掘削して設置してあるかは不明）．

棟の建物（うち木造建物

の被害を受けていた（写真 27～28

80 棟を基準，以下同

）であった． 

1

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

全壊木造

瓦屋根が被害を受けた木造建物

6弱,本震:震度

鹿児島本線の線路沿いの熊本地方合同庁舎（写真

震計は，熊本地方気象台の他の観測機器と共に

に設置してあるか，掘削して設置してあるかは不明）．

棟の建物（うち木造建物 44 棟）があ

8）ほか，外装材が被害を受けた建物（写真

，以下同）ため

図4 JMA熊本西区春日周辺の建物分布

3

1
3

1
1

1

4

30

26

丸中の数字は建物階数
は 2階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根が被害を受けた木造建物          

震度6強） 

鹿児島本線の線路沿いの熊本地方合同庁舎（写真

震計は，熊本地方気象台の他の観測機器と共に 2 m ほどの盛土地盤（写真

に設置してあるか，掘削して設置してあるかは不明）．観測点周辺の建物分布を図

棟）があり（写真

）ほか，外装材が被害を受けた建物（写真

ため参考値ではあるが，全壊・大破率は

熊本西区春日周辺の建物分布

 

3

1

1

6

3

3

1

22

23

25

24
29

21

 写真 20 外装材が被害を受けた建物

鹿児島本線の線路沿いの熊本地方合同庁舎（写真 21）の敷地内にある（写真

ほどの盛土地盤（写真

観測点周辺の建物分布を図

（写真 24～26），

）ほか，外装材が被害を受けた建物（写真

参考値ではあるが，全壊・大破率は

熊本西区春日周辺の建物分布

6

12

1

8

外装材が被害を受けた建物

）の敷地内にある（写真

ほどの盛土地盤（写真 23）に設置してある（地表面

観測点周辺の建物分布を図

範囲内では 1
）ほか，外装材が被害を受けた建物（写真 29～30）が数棟確認された．

参考値ではあるが，全壊・大破率は

 

熊本西区春日周辺の建物分布 

Ｎ

5

9

27,28

外装材が被害を受けた建物 

）の敷地内にある（写真

）に設置してある（地表面

観測点周辺の建物分布を図 4 に示す．

1 棟の木造建物が全壊

）が数棟確認された．

参考値ではあるが，全壊・大破率は 1.5 %（木造全壊率

 

 

 
 

）の敷地内にある（写真 22）．地

）に設置してある（地表面

に示す．観測点の

棟の木造建物が全壊

）が数棟確認された．

（木造全壊率



 
 

写真 2

写真 23 

写真

写真 27 

21 熊本地方合同庁舎

3 観測点の設置状況

写真 25 周辺の様子

7 全壊した木造建物

熊本地方合同庁舎          

観測点の設置状況            

周辺の様子            

全壊した木造建物       
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       写真

   写真 22 

       写真

      写真

写真 28 全壊した木造建物

2 観測点の設置状況

写真 24 周辺の様子

写真 26 周辺の様子

全壊した木造建物

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

全壊した木造建物(27 と同じ建物

 

 

 

 

 
と同じ建物) 



 
 

 

(4)嘉島町上島震度計（前震

観測点は，

れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

を図 5 に示す．

建物 11 棟）

軽微な被害が確認できる木造建物（写真

全壊・大破率は

 

写真 29 外壁が剥落した木造建物

嘉島町上島震度計（前震

観測点は，嘉島町役場（写真

れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

に示す．観測点の周辺は田畑が広がっており（写真

棟）があった

軽微な被害が確認できる木造建物（写真

全壊・大破率は 5.0 %

外壁が剥落した木造建物

嘉島町上島震度計（前震:震度

嘉島町役場（写真 31
れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

観測点の周辺は田畑が広がっており（写真

があった．範囲内では倒壊した木造建物（写真

軽微な被害が確認できる木造建物（写真

%（木造全壊率は

図

36

39,40

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

全壊木造

外壁が剥落した木造建物        

震度6弱,本震:震度

1）の敷地内の南端にある（写真

れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

観測点の周辺は田畑が広がっており（写真

．範囲内では倒壊した木造建物（写真

軽微な被害が確認できる木造建物（写真 39～4
（木造全壊率は 9.1%）であった．

図5 嘉島町上島震度計周辺の建物分布

1
1

1

1

35

37,38

丸中の数字は建物階数
は 2階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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震度6強） 

）の敷地内の南端にある（写真

れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

観測点の周辺は田畑が広がっており（写真

．範囲内では倒壊した木造建物（写真

40）も見られた

）であった． 

嘉島町上島震度計周辺の建物分布

1

3

1

31

32

33

   写真 30 外壁が剥落した木造建物

）の敷地内の南端にある（写真 32）
れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真

観測点の周辺は田畑が広がっており（写真 34～36），

．範囲内では倒壊した木造建物（写真 37～38）が

見られた．建物棟数が少ないため

 

嘉島町上島震度計周辺の建物分布

1

34

外壁が剥落した木造建物

）．役場庁舎に構造的な被害は見ら

れないが，天井の仕上げ材が落下するなどの軽微な被害は見られた（写真 33）．観測点周辺の建物分布

），周辺には 20
）が 1 棟あり，壁に亀裂が入るなど

建物棟数が少ないため

 

嘉島町上島震度計周辺の建物分布 

Ｎ

外壁が剥落した木造建物 

．役場庁舎に構造的な被害は見ら

観測点周辺の建物分布

20 棟の建物（うち木造

棟あり，壁に亀裂が入るなど

建物棟数が少ないため参考値ではあるが，

 

 

 
 

．役場庁舎に構造的な被害は見ら

観測点周辺の建物分布

（うち木造

棟あり，壁に亀裂が入るなど

参考値ではあるが，



 
 

写真

写真

写真 33 嘉島町役場の天井仕上材の被害

写真

写真 3

写真 31嘉島町役場

嘉島町役場の天井仕上材の被害

写真 35 周辺の様子

37 倒壊した木造建物

嘉島町役場            

嘉島町役場の天井仕上材の被害

周辺の様子            

倒壊した木造建物      
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嘉島町役場の天井仕上材の被害           

     
                 

     
             写真

写真 32 嘉島町役場

          写真

          写真

写真 38 倒壊した木造建物

嘉島町役場観測点の設置状況

写真 34 周辺の様子

写真 36 周辺の様子

倒壊した木造建物

観測点の設置状況

周辺の様子 

周辺の様子 

倒壊した木造建物(37 と同じ建物

 

 
観測点の設置状況 

 

 

 
と同じ建物) 



 
 

写真 3

 

(5)K-NET

観測点は，旧山都町役場の一角に設置してあり（写真

が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

観測点周辺の建物分布を図

47），路地に倒れ込んだ塀（写真

木造建物（写真

 

39 瓦屋根と外装材に被害を受けた木造建物

NET矢部（前震:

観測点は，旧山都町役場の一角に設置してあり（写真

が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

観測点周辺の建物分布を図

路地に倒れ込んだ塀（写真

木造建物（写真 50）は数

瓦屋根と外装材に被害を受けた木造建物

:震度5強,本震

観測点は，旧山都町役場の一角に設置してあり（写真

が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

観測点周辺の建物分布を図 6 に示す．

路地に倒れ込んだ塀（写真

）は数棟あったが

1
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1

1

1

1

木造
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鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根と外装材に被害を受けた木造建物

本震:震度6弱）

観測点は，旧山都町役場の一角に設置してあり（写真

が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

に示す．周辺には

路地に倒れ込んだ塀（写真 48）や外壁が落下した木造建物（写真

あったが，全壊・大破といった

図6 K-NET
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1
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1

1

5

1

50

45

丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根と外装材に被害を受けた木造建物    写真

弱） 

観測点は，旧山都町役場の一角に設置してあり（写真 4
が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．すぐ隣の建物は外装材が落下していた（写真

には 170 棟の建物（うち木造建物

）や外壁が落下した木造建物（写真

全壊・大破といった

NET矢部周辺の建物分布

 

1

1

1

1

1

1

1

13 3 3

42
4344

46

41

47

写真 40 外装材が被害を受けた部分の拡大

41），建物近傍のため，観測記録にはその影響

すぐ隣の建物は外装材が落下していた（写真

棟の建物（うち木造建物

）や外壁が落下した木造建物（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかった．

周辺の建物分布 

1

1

1

1

1 1

11

1

1 1
1

48

外装材が被害を受けた部分の拡大

建物近傍のため，観測記録にはその影響

すぐ隣の建物は外装材が落下していた（写真

棟の建物（うち木造建物 134 棟）があ

）や外壁が落下した木造建物（写真 49），瓦屋根に被害が見られる

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

 

Ｎ

1

1
1

1 1

1

1

11

49

外装材が被害を受けた部分の拡大

建物近傍のため，観測記録にはその影響

すぐ隣の建物は外装材が落下していた（写真

棟）があり（写真

），瓦屋根に被害が見られる

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

 

 

 
外装材が被害を受けた部分の拡大 

建物近傍のため，観測記録にはその影響

すぐ隣の建物は外装材が落下していた（写真 42）．

（写真 43～
），瓦屋根に被害が見られる

大きな被害を受けた建物は見られなかった． 



 
 

写真 41 

写真

写真

写真

1 観測点の設置状況

写真 43 周辺の様子

写真 45 周辺の様子

写真 47 周辺の様子

観測点の設置状況            

周辺の様子            

周辺の様子            

周辺の様子            
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  写真 42 外壁が剥落した木造建物

     写真

         写真

   写真 48 

外壁が剥落した木造建物

写真 44 周辺の様子

写真 46 周辺の様子

路地に倒れ込んだ塀

外壁が剥落した木造建物 

周辺の様子 

周辺の様子 

路地に倒れ込んだ塀 

 

 
 

 

 

 



 
 

(6)K-NET

観測点はいずれも，宇土市役所（写真

層が崩壊しており（写真

真 53）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

そこで，震度計の設置位置

無い．K

建物 87 棟）がある（写真

面が被害を受けた木造建物（写真

を受けた建物は見られず，全壊・大破率は両観測点共に

 

写真 49 外壁が落下した木造建物

NET 宇土（前震:

観測点はいずれも，宇土市役所（写真

層が崩壊しており（写真

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

そこで，震度計の設置位置

K-NET 周辺には

棟）がある（写真

面が被害を受けた木造建物（写真

を受けた建物は見られず，全壊・大破率は両観測点共に

外壁が落下した木造建物

:震度 6弱,本震

観測点はいずれも，宇土市役所（写真

層が崩壊しており（写真 52），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

そこで，震度計の設置位置を役場職員の方

周辺には 148 棟の建物（うち木造建物

棟）がある（写真 54～58
面が被害を受けた木造建物（写真

を受けた建物は見られず，全壊・大破率は両観測点共に

図7 K-NET

1

1

1

木造

RC 造

鉄骨造

K-NET

RC 造大破以上

震度計

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

外壁が落下した木造建物      

本震:震度 6強）

観測点はいずれも，宇土市役所（写真 51）の敷地内に設置されている．市役所建物（

），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

役場職員の方から

棟の建物（うち木造建物

8）．瓦屋根に被害を受けた木造建物（写真

面が被害を受けた木造建物（写真 60）が見られたが，市

を受けた建物は見られず，全壊・大破率は両観測点共に

NET宇土，宇土市浦田町震度計周辺の建物分布

1

1

3

3

3

1

1
1

1
1

1
1

1
1

1

51,52

58

造大破以上

丸中の数字は建物階数
は 2階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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            写真

強）,宇土市浦田町震度計（前震

）の敷地内に設置されている．市役所建物（

），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

から聞き取り，調査を行った．周辺に大きな

棟の建物（うち木造建物 95 棟），震度計周辺には

．瓦屋根に被害を受けた木造建物（写真

）が見られたが，市役所

を受けた建物は見られず，全壊・大破率は両観測点共に 0.7

宇土，宇土市浦田町震度計周辺の建物分布

1

1

1
1

5

1

1

53

写真 50 瓦屋根が被害を受けた木造建物

宇土市浦田町震度計（前震

）の敷地内に設置されている．市役所建物（

），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

，調査を行った．周辺に大きな

棟），震度計周辺には

．瓦屋根に被害を受けた木造建物（写真

役所建物以外に全壊・大破といった大きな被害

0.7 %（木造全壊率はいずれも

宇土，宇土市浦田町震度計周辺の建物分布

1

1

1

3

54

56

57
60

瓦屋根が被害を受けた木造建物

宇土市浦田町震度計（前震:震度 5

）の敷地内に設置されている．市役所建物（

），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

，調査を行った．周辺に大きな

棟），震度計周辺には 136

．瓦屋根に被害を受けた木造建物（写真 59），やや範囲外で屋根構

建物以外に全壊・大破といった大きな被害

（木造全壊率はいずれも

 
宇土，宇土市浦田町震度計周辺の建物分布 

Ｎ

55

59

瓦屋根が被害を受けた木造建物

5強,本震:震度

）の敷地内に設置されている．市役所建物（RC 造）は中間

），敷地内は全面立ち入り禁止となっていた．そのため，K-NET 観測点（写

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

，調査を行った．周辺に大きな高低差の

136 棟の建物（うち木造

），やや範囲外で屋根構

建物以外に全壊・大破といった大きな被害

（木造全壊率はいずれも 0 %）であった．

 

 

 
瓦屋根が被害を受けた木造建物 

震度 6強） 

造）は中間

観測点（写

）は敷地外から設置位置・状況を確認できた一方，震度計は設置位置・状況を確認できなかった．

高低差の変化は

棟の建物（うち木造

），やや範囲外で屋根構

建物以外に全壊・大破といった大きな被害

）であった． 



 
 

写真

写真 53 K-

写真

写真

写真 51 宇土市役所

-NET 観測点の設置状況

写真 55 周辺の様子

写真 57 周辺の様子

宇土市役所               

観測点の設置状況    

周辺の様子                     

周辺の様子                     

- 134 - 

 

     
        写真

     
                

     
              

     
              

写真 52 宇土市役所建物の

               写真

                   写真

                    写真

宇土市役所建物の 4～

写真 54 周辺の様子

写真 56 周辺の様子

写真 58 周辺の様子

～5階部分の拡大

周辺の様子 

周辺の様子 

周辺の様子 

 

  
階部分の拡大 

 

 

 



 
 

写真

(7)JMA宇城市松橋町（前震

観測点は宇城市役所（写真

辺で生じた揺れと異なる可能性がある

（写真 6
役所の西と東側には川が

中青ハッチング部）

見られなかった．周辺には

受けた木造建物（写真

70）が見られたが，

 

 

写真 59 瓦屋根が被害を受けた木造建物

宇城市松橋町（前震

観測点は宇城市役所（写真

辺で生じた揺れと異なる可能性がある

64）が見られた．観測点周辺の建物分布を図

役所の西と東側には川が

中青ハッチング部）は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

見られなかった．周辺には

受けた木造建物（写真

）が見られたが，全壊・大破といった

*1

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根が被害を受けた木造建物

宇城市松橋町（前震:震度6

観測点は宇城市役所（写真 61）の

辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が見られた．観測点周辺の建物分布を図

役所の西と東側には川が流れている

は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

見られなかった．周辺には 31 棟の建物（うち木

受けた木造建物（写真 68），石碑の転倒（写真

全壊・大破といった

1

1

68 69

木造

RC 造

鉄骨造

1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2 階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根が被害を受けた木造建物

6弱,本震:震度

）の 1 階に設置されて

辺で生じた揺れと異なる可能性がある．市役所建物ではガラスの被害（写真

）が見られた．観測点周辺の建物分布を図

流れている（写真 65
は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

棟の建物（うち木

），石碑の転倒（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかった．

図8 JMA宇城市松橋町

1
1

1

1

1

1

3

66

67

丸中の数字は建物階数

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根が被害を受けた木造建物      写真

震度6強） 

階に設置されており

．市役所建物ではガラスの被害（写真

）が見られた．観測点周辺の建物分布を図 8 に示す．円内に大きな

5）．なお，市役所から東側にある県立松橋高等学校

は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

棟の建物（うち木造建物 18
），石碑の転倒（写真 69），やや範囲外でガラスに被害を受けた建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

宇城市松橋町周辺の建物分布

3

3

3

61

62

63

64

66

写真 60 屋根が被害を受けた建物

おり（写真 62）
．市役所建物ではガラスの被害（写真

に示す．円内に大きな

）．なお，市役所から東側にある県立松橋高等学校

は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

18 棟）があり（写真

），やや範囲外でガラスに被害を受けた建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

周辺の建物分布

65

70

屋根が被害を受けた建物

），建物内部のため，観測記録は周

．市役所建物ではガラスの被害（写真 63），敷地内で地盤の被害

に示す．円内に大きな高低差の

）．なお，市役所から東側にある県立松橋高等学校

は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

棟）があり（写真 66～6
），やや範囲外でガラスに被害を受けた建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

周辺の建物分布 

Ｎ

70

県立松橋高校

屋根が被害を受けた建物(やや範囲外

建物内部のため，観測記録は周

），敷地内で地盤の被害

高低差の変化はないが，市

）．なお，市役所から東側にある県立松橋高等学校

は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

67），瓦屋根が被害を

），やや範囲外でガラスに被害を受けた建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった． 

 

県立松橋高校

 

 
やや範囲外) 

建物内部のため，観測記録は周

），敷地内で地盤の被害

変化はないが，市

）．なお，市役所から東側にある県立松橋高等学校（図 8
は，許可が降りず調査ができなかったが，敷地外から見える範囲では大きな被害は

），瓦屋根が被害を

），やや範囲外でガラスに被害を受けた建物（写真



 
 

        

      写真

              

              

              写真

写真 63 宇城市役所建物のガラスの被害

              写真

              写真

写真 61 宇城市役所

宇城市役所建物のガラスの被害

写真 65 周辺の様子

写真 67 周辺の様子

宇城市役所              

宇城市役所建物のガラスの被害

周辺の様子            

周辺の様子           
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宇城市役所建物のガラスの被害            

     
                  

     
               写真

     写真 62

         写真

          写真

写真 68 瓦屋根が被害を受けた木造建物

 観測点の設置状況

写真 64 地盤の被害

写真 66 周辺の様子

瓦屋根が被害を受けた木造建物

観測点の設置状況 

地盤の被害 

周辺の様子 

瓦屋根が被害を受けた木造建物

 

 

 

 

 
瓦屋根が被害を受けた木造建物 



 
 

             

(8)宇城市豊野町震度計（前震

観測点は宇城市役所豊野支所（写真

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

観測点周辺の建物分布を図

瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

真 80）が見られたが，

 

 

             写真

宇城市豊野町震度計（前震

観測点は宇城市役所豊野支所（写真

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

観測点周辺の建物分布を図

瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

）が見られたが，

写真 69 石碑の転倒

宇城市豊野町震度計（前震:震度

観測点は宇城市役所豊野支所（写真

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

観測点周辺の建物分布を図 9 に示す．周辺には

瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

）が見られたが，全壊・大破といった

図

1

1

1

1

1

74

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2 階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

石碑の転倒           

震度6弱,本震:

観測点は宇城市役所豊野支所（写真 71）の北側に設置されて

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

に示す．周辺には

瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真 78），外装材が被害を受けた木造建物（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかった．

図9 宇城市豊野町震度計

1

1

1
1

1

75

79

74

丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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            写真

:震度6強） 

）の北側に設置されて

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

に示す．周辺には 56 棟の建物（うち木造建物

），外装材が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

宇城市豊野町震度計周辺の建物分布

1

1

1

1

72

73

76
80

71

70 ガラスが被害を受けた建物

 

）の北側に設置されており（写真

記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．円内に大きな

棟の建物（うち木造建物

），外装材が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

周辺の建物分布

1

1

1

1

1

1

1

76 77

78

ガラスが被害を受けた建物

（写真 72），建物近傍のため，観測

．円内に大きな高低差の

棟の建物（うち木造建物 40 棟）があり（写真

），外装材が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

 
周辺の建物分布 

Ｎ

1

1

1

1

1

1
1 1

ガラスが被害を受けた建物(やや範囲外

建物近傍のため，観測

高低差の変化はない．

棟）があり（写真 7
），外装材が被害を受けた木造建物（写真 79），擁壁の崩壊（写

大きな被害を受けた建物は見られなかった． 

 

 

 
やや範囲外) 

建物近傍のため，観測

変化はない．

73～77），
），擁壁の崩壊（写



 
 

          

          

          

           

    写真 71 

              写真

              写真

             写真

1 宇城市役所豊野支所

写真 73 周辺の様子

写真 75 周辺の様子

写真 77 周辺の様子

宇城市役所豊野支所      

周辺の様子             

周辺の様子        

周辺の様子              
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             写真

       写真 72

             写真

                  写真

写真 78 瓦屋根が被害を受けた木造建物

 観測点の設置状況

写真 74 周辺の様子

写真 76 周辺の様子

瓦屋根が被害を受けた木造建物

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

瓦屋根が被害を受けた木造建物

 

 

 

 

 
瓦屋根が被害を受けた木造建物 



 
 

      写真

(9)KiK-net

観測点は宇城市豊野公民館（写真

差の変化はない．観測点周辺の建物分布を図

あり（写真

れたが，
 

写真 79 外装材が被害を受けた木造建物

net豊野（前震

観測点は宇城市豊野公民館（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

あり（写真 83～88），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

れたが，全壊・大破といった

外装材が被害を受けた木造建物

豊野（前震:震度5強,本震

観測点は宇城市豊野公民館（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかった．

1

1

84

89

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

外装材が被害を受けた木造建物

本震:震度6弱）

観測点は宇城市豊野公民館（写真 81）の西側植栽部に設置されている（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

図10 KiK-net

1

1

1

83

87

丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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外装材が被害を受けた木造建物                 

弱） 

）の西側植栽部に設置されている（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図 10 に示す．周辺には

），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

net豊野周辺の建物分布

 

1

1

82

85

         写真

）の西側植栽部に設置されている（写真

に示す．周辺には 14
），瓦屋根が被害を受けた木造建物（写真 89），石製の柵の転倒（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

周辺の建物分布 

1

81

86

88

90

写真 80 擁壁の崩壊

）の西側植栽部に設置されている（写真 82）．円内に大きな

棟の建物（うち木造建物

），石製の柵の転倒（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった． 

 
 

Ｎ

1

擁壁の崩壊 

）．円内に大きな

棟の建物（うち木造建物

），石製の柵の転倒（写真 90

 

 

 

）．円内に大きな高低

棟の建物（うち木造建物 8 棟）が

0）が見ら



 
 

          

            

            

          

         写真 81 

             写真

              写真

              写真

1 宇城市豊野公民館

写真 83 周辺の様子

写真 85 周辺の様子

写真 87 周辺の様子

宇城市豊野公民館          

周辺の様子            

周辺の様子                      

周辺の様子        
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      写真 82

             写真

                    写真

                   写真

 観測点の設置状況

写真 84 周辺の様子

写真 86 周辺の様子

写真 88 周辺の様子

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

周辺の様子 

 

 

 

 

 



 
 

      写真

(10)JMA上天草市大矢野町（前震

観測点は上天草市役所大矢野庁舎（写真

観測記録は周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

他に大きな

造建物 55
た． 

 

 

写真 89 瓦屋根が被害を受けた木造建物

上天草市大矢野町（前震

観測点は上天草市役所大矢野庁舎（写真

観測記録は周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

他に大きな高低差の変化はない．観測点周辺の建物分布を図

55 棟）があるが（写真

瓦屋根が被害を受けた木造建物

上天草市大矢野町（前震:

観測点は上天草市役所大矢野庁舎（写真

観測記録は周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

棟）があるが（写真 93

図1

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2 階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根が被害を受けた木造建物

:震度5弱,本震

観測点は上天草市役所大矢野庁舎（写真 91
観測記録は周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

3～100），全壊・大破といった

11 JMA上天草市大矢野町

11

1

1

1

1

1

1

94

99

100

丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根が被害を受けた木造建物           

本震:震度6弱）

1）の 1 階に設置されて

観測記録は周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．観測点から北東に急な斜面があるが（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図

全壊・大破といった

上天草市大矢野町

5

3

1

3

1

3

1

3

1

1

1

1

1

1

1

91

92

93

98

      写真 9

弱） 

階に設置されており

．観測点から北東に急な斜面があるが（写真

変化はない．観測点周辺の建物分布を図 11 に示す．周辺には

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかっ

周辺の建物分布

1
1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

95

0 石製の柵の転倒

おり（写真 92
．観測点から北東に急な斜面があるが（写真

に示す．周辺には

大きな被害を受けた建物は見られなかっ

 
周辺の建物分布 

Ｎ

1

1

1

1

11

96

97

石製の柵の転倒 

2），建物内部のため，

．観測点から北東に急な斜面があるが（写真

に示す．周辺には 87 棟の建物（うち木

大きな被害を受けた建物は見られなかっ

 

 

 

建物内部のため，

．観測点から北東に急な斜面があるが（写真 93），

棟の建物（うち木

大きな被害を受けた建物は見られなかっ



 
 

        

          

           

            

 写真 91 上天草市役所大矢野庁舎

              写真

              写真

              写真

上天草市役所大矢野庁舎

写真 93 周辺の様子

写真 95 周辺の様子

写真 97 周辺の様子

上天草市役所大矢野庁舎   

周辺の様子         

周辺の様子         

周辺の様子         
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    写真 92 

           写真

         写真

           写真

観測点の設置状況

写真 94 周辺の様子

写真 96 周辺の様子

写真 98 周辺の様子

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

周辺の様子 

 

 

 

 

 



 
 

            

(11)宇城市小川町震度計（前震

観測点は，宇城市小川支所庁舎（写真

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

に示す．

や外壁の剥落（写真

被害を受けた建物は見られなかった．

 

              写真

宇城市小川町震度計（前震

観測点は，宇城市小川支所庁舎（写真

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

に示す．周辺には 106

や外壁の剥落（写真

被害を受けた建物は見られなかった．

写真 99 周辺の様子

宇城市小川町震度計（前震:震度

観測点は，宇城市小川支所庁舎（写真

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

106 棟の建物（うち木造建物

や外壁の剥落（写真 108），瓦屋根の被害（写真

被害を受けた建物は見られなかった．

図

1

1

1

1
1

1

1

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2 階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

周辺の様子         

震度6弱,本震

観測点は，宇城市小川支所庁舎（写真 101）のすぐ横に設置されて

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

棟の建物（うち木造建物

），瓦屋根の被害（写真

被害を受けた建物は見られなかった． 

図12 宇城市小川町震度計周辺の建物分布

1

1

1

1

3

3

1

1

1

1

1

1

108

丸中の数字は建物階数
階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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本震:震度6強）

）のすぐ横に設置されて

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

棟の建物（うち木造建物 77 棟）があ

），瓦屋根の被害（写真 109～110

宇城市小川町震度計周辺の建物分布

1

1

1
1

3

1

1

102

104

105

109
101

               写真

 

）のすぐ横に設置されており

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

棟）があり（写真 103

10）は見られたが，

宇城市小川町震度計周辺の建物分布

1

1

4

1

1

1
1

1

1
1

1

1

11

1

3

1

1

103

106

107

101

写真 100 周辺の様子

おり（写真 102

観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．観測点周辺の建物分布を図

3～106），道路の亀裂（写真

）は見られたが，全壊・大破といった

 
宇城市小川町震度計周辺の建物分布 

Ｎ

1

1
1

1

1

1

1

1

110

周辺の様子 

2），建物近傍のため，

観測点周辺の建物分布を図

道路の亀裂（写真

全壊・大破といった

 

 

 

建物近傍のため，

観測点周辺の建物分布を図 12
道路の亀裂（写真 107）

全壊・大破といった大きな



 
 

写真 10

写真

写真

写真

101 宇城市小川支所

写真 103 周辺の様子

写真 105 周辺の様子

写真 107 道路の亀裂

宇城市小川支所            

周辺の様子            

周辺の様子            

道路の亀裂        
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                写真

     写真 10

       写真

    写真

写真 108 外装材が被害を受けた木造建物

2 観測点の設置状況

写真 104 周辺の様子

写真 106 周辺の様子

外装材が被害を受けた木造建物

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

外装材が被害を受けた木造建物

 

 

 

 

 
外装材が被害を受けた木造建物 



 
 

写真

 

(12)K-NET

観測点は，美里町老人福祉センター

真 112）
すぐ北側を緑川の支流（写真

北側には住宅と商店街（写真

棟（うち木造

見られた

 

写真 109 瓦屋根が被害を受けた木造建物

NET砥用（前震

観測点は，美里町老人福祉センター

），建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

すぐ北側を緑川の支流（写真

北側には住宅と商店街（写真

棟（うち木造建物 106

たが，全壊・大破といった

瓦屋根が被害を受けた木造建物

砥用（前震:震度5強,本震

観測点は，美里町老人福祉センター

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

すぐ北側を緑川の支流（写真 113）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

北側には住宅と商店街（写真 115
106 棟）の建物があり，

全壊・大破といった

 

1
11

1 1

1 1

1

1

木造

RC 造

鉄骨造

*1 丸中の数字は建物階数
数字なしは 2階建

観測点

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号

瓦屋根が被害を受けた木造建物

本震:震度6弱）

観測点は，美里町老人福祉センター（写真 11

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

5～117）がある．

の建物があり， 瓦屋根の被害（写真

全壊・大破といった大きな被害を受けた建物は見られなかった．

図13 K-NET

11

1

1
1

1

116

丸中の数字は建物階数
は 2階建

写真撮影位置・方向

*2　 側の数字は写真番号
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瓦屋根が被害を受けた木造建物       写真

弱） 

111）などの公的な施設がある敷地内に設置されて

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

）がある．観測点周辺の建物分布を図

瓦屋根の被害（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

NET砥用周辺の建物分布

1

1
1

1

1

11

1

1

1

1

1

111

112
120115

114

113

写真 110 瓦屋根が被害を受けた木造建物

などの公的な施設がある敷地内に設置されて

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

観測点周辺の建物分布を図

瓦屋根の被害（写真 118）や外壁の剥落（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった．

砥用周辺の建物分布 

1

1

1

1

1

1
1

1 1

1 1

1

1
1

1

3

118

117

114

瓦屋根が被害を受けた木造建物

などの公的な施設がある敷地内に設置されて

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

観測点周辺の建物分布を図 13 に示す．

）や外壁の剥落（写真

大きな被害を受けた建物は見られなかった． 

Ｎ

1

1

1

1

1

3

119

瓦屋根が被害を受けた木造建物

などの公的な施設がある敷地内に設置されて

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真

に示す．周辺には

）や外壁の剥落（写真 119～

 

 

 
瓦屋根が被害を受けた木造建物 

などの公的な施設がある敷地内に設置されており（写

建物近傍のため，観測記録にはその影響が入り，周辺で生じた揺れと異なる可能性がある．

）が流れており，川の南側には田畑や空き地などが広がり（写真 114），

周辺には 120
～120）は



 
 

写真 111 美里町老人福祉センター

写真

写真

写真

美里町老人福祉センター

写真 113 周辺の様子

写真 115 周辺の様子

写真 117 周辺の様子

美里町老人福祉センター             

周辺の様子                

周辺の様子             

周辺の様子             
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                写真

               写真 112 

                  写真

       写真

写真 118 瓦屋根が被害を受けた木造建物

2 観測点の設置状況

写真 114 周辺の様子

116 周辺の様子

瓦屋根が被害を受けた木造建物

観測点の設置状況 

周辺の様子 

周辺の様子 

瓦屋根が被害を受けた木造建物

 

 

 

 

 
瓦屋根が被害を受けた木造建物 



 
 

写真

 

3.2 各観測点周辺の被害のまとめ

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表

被害を受けた建物

点において

 

 

4.観測された地震動の性質と建物被害との対応

 

 計測震度，地動最大加速度等の地震動強さ指標を表

きな被害と相関が高い減衰定数

と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された

度波形（

図 14 に示す．

K-NET熊本

熊本中央区大江震度計

JMA熊本西区春日

嘉島町上島震度計

K-NET矢部

K-NET宇土

宇土市浦田町震度計

JMA宇城市松橋町

宇城市豊野町震度計

KiK-net豊野

JMA上天草市大矢野町

宇城市小川町震度計

K-NET砥用

1995年　兵庫県南部地震
JR鷹取
2004年　新潟県中越地震
JMA小千谷
2011年　東北地方太平洋沖地震
K-NET築館

*1：過去の記録については全壊・大破した建物の有無のみ記載
*2：()は建物棟数が不足(80棟を基準)のため参考値
*3：()有りは前震，（）無しは本震

*4：気象庁の算出方法
*5：地動最大加速度（水平2方向ベクトル合成）
*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）
*7：1-1.5秒平均加速度応答（減衰定数20%）

調査日

過去の記録

2016/4/24

2016/4/25

2016/5/23

写真 119 外装材が被害を受けた木造建物

各観測点周辺の被害のまとめ

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表

被害を受けた建物は，

において 1 棟ずつ見られた

観測された地震動の性質と建物被害との対応

計測震度，地動最大加速度等の地震動強さ指標を表

きな被害と相関が高い減衰定数

と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された

度波形（水平 2 方向をベクトル合成し，最大となる方向．以下，

に示す．ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

K-NET熊本

熊本中央区大江震度計

JMA熊本西区春日

嘉島町上島震度計

K-NET矢部

K-NET宇土

宇土市浦田町震度計

JMA宇城市松橋町

宇城市豊野町震度計

KiK-net豊野

JMA上天草市大矢野町

宇城市小川町震度計

K-NET砥用

1995年　兵庫県南部地震
JR鷹取
2004年　新潟県中越地震
JMA小千谷
2011年　東北地方太平洋沖地震
K-NET築館

*1：過去の記録については全壊・大破した建物の有無のみ記載
*2：()は建物棟数が不足(80棟を基準)のため参考値
*3：()有りは前震，（）無しは本震

*4：気象庁の算出方法
6）
では小数点以下1桁目までとされているが，ここでは参考のため2桁目まで表示している

*5：地動最大加速度（水平2方向ベクトル合成）
*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）
*7：1-1.5秒平均加速度応答（減衰定数20%）

観測点名

外装材が被害を受けた木造建物

各観測点周辺の被害のまとめ

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表

は，JMA 熊本西区春日，嘉島町上島震度計，

ずつ見られたのみで

表1

観測された地震動の性質と建物被害との対応

計測震度，地動最大加速度等の地震動強さ指標を表

きな被害と相関が高い減衰定数 20
と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された

方向をベクトル合成し，最大となる方向．以下，

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

瓦屋根・外装材の被害

熊本中央区大江震度計 瓦屋根・外装材の被害

全壊した木造建物，外装材の被害

倒壊した木造建物，外装材・天井の被害

瓦屋根・外装材の被害，塀の被害

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害

瓦屋根の被害，石碑の転倒

瓦屋根・外装材の被害，擁壁の被害

瓦屋根の被害，石製の柵の転倒

被害なし

瓦屋根・外装材の被害，道路の被害

瓦屋根・外装材の被害

1995年　兵庫県南部地震
全壊・大破した建物有り

2004年　新潟県中越地震
全壊した木造建物有り

2011年　東北地方太平洋沖地震
全壊・大破した建物無し

*1：過去の記録については全壊・大破した建物の有無のみ記載
*2：()は建物棟数が不足(80棟を基準)のため参考値
*3：()有りは前震，（）無しは本震

では小数点以下1桁目までとされているが，ここでは参考のため2桁目まで表示している
*5：地動最大加速度（水平2方向ベクトル合成）
*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）
*7：1-1.5秒平均加速度応答（減衰定数20%）

外装材が被害を受けた木造建物

各観測点周辺の被害のまとめ 

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表

熊本西区春日，嘉島町上島震度計，

のみで，震度に対し

1 被害調査結果の概要と地震動強さ指標

観測された地震動の性質と建物被害との対応

計測震度，地動最大加速度等の地震動強さ指標を表

20 %における周期

と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された

方向をベクトル合成し，最大となる方向．以下，

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

瓦屋根・外装材の被害

瓦屋根・外装材の被害

全壊した木造建物，外装材の被害

倒壊した木造建物，外装材・天井の被害

瓦屋根・外装材の被害，塀の被害

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害

瓦屋根の被害，石碑の転倒

瓦屋根・外装材の被害，擁壁の被害

瓦屋根の被害，石製の柵の転倒

瓦屋根・外装材の被害，道路の被害

瓦屋根・外装材の被害

全壊・大破した建物有り

全壊した木造建物有り

全壊・大破した建物無し

*1：過去の記録については全壊・大破した建物の有無のみ記載

では小数点以下1桁目までとされているが，ここでは参考のため2桁目まで表示している

*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）

観測点から半径200m

以内の被害状況
*1
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外装材が被害を受けた木造建物        写真

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表

熊本西区春日，嘉島町上島震度計，

，震度に対し大きな被害を受けた建物は少なかった．

被害調査結果の概要と地震動強さ指標

観測された地震動の性質と建物被害との対応 

計測震度，地動最大加速度等の地震動強さ指標を表 1 に示している．

における周期 1-1.5 秒の

と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された

方向をベクトル合成し，最大となる方向．以下，

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

全体 木造

183

148

全壊した木造建物，外装材の被害 68

倒壊した木造建物，外装材・天井の被害 20

瓦屋根・外装材の被害，塀の被害 170

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害 148

崩壊したRC造建物，瓦屋根の被害 136

31

瓦屋根・外装材の被害，擁壁の被害 56

瓦屋根の被害，石製の柵の転倒 14

87

瓦屋根・外装材の被害，道路の被害 106

120

545

164

58

では小数点以下1桁目までとされているが，ここでは参考のため2桁目まで表示している

*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）

建物棟数
観測点から半径200m

写真 120 外装材が被害を受けた木造建物

各強震観測点周辺の被害状況，建物棟数，および，被害率を表 1 に示す

熊本西区春日，嘉島町上島震度計，K-NET
大きな被害を受けた建物は少なかった．

被害調査結果の概要と地震動強さ指標

に示している．

秒の平均スペクトル値（以下，

と，建物の大きな被害と相関の高い震度指標として提案された 1-2 秒震度

方向をベクトル合成し，最大となる方向．以下，水平

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

木造 全体 木造

176 0 0

70 0 0 (0.0)

44 1 1 (2.3)

11 1 1 (9.1)

134 0 0

95 1 0

87 1 0

18 0 0 (0.0)

40 0 0 (0.0)

8 0 0 (0.0)

55 0 0 (0.0)

77 0 0 (0.0)

106 0 0

207 190 123

114 2 2

51 0 0

では小数点以下1桁目までとされているが，ここでは参考のため2桁目まで表示している

*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）

全壊率

[%]

全壊大破
棟数

建物棟数

外装材が被害を受けた木造建物

に示す．全壊・大破といった大きな

NET 宇土，宇土市浦田町震度計の

大きな被害を受けた建物は少なかった．

被害調査結果の概要と地震動強さ指標 

に示している．地震動強さ指標には，建物の大

スペクトル値（以下，

秒震度 8~9)も記している．ま

水平 2 方向ベクトル合成最大方向）を

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．

0.0
6.09

(5.92) (579.5)

(0.0)
6.08

(5.32) (393.7)

(2.3)
6.00

(5.92) (736.6)

(9.1)
6.23

(5.76) (368.9)

0.0
5.70

(5.31) (669.1)

0.0
6.26

(5.53) (337.1)

0.0
6.23

(5.41) (372.3)

(0.0)
6.02

(5.74) (354.7)

(0.0)
6.13

(5.57) (449.0)

(0.0)
5.79

(5.40) (348.2)

(0.0)
5.52

(4.76) (140.0)

(0.0)
6.01

(5.60) (324.1)

0.0
5.60

(5.20) (488.9)

59.4 6.48

1.8 6.34

0.0 6.67 2765.2

*6：地動最大速度（加速度波形に0.1-10Hzのバンドパスフィルタをかけて積分し水平2方向ベクトル合成したものの最大値）

木造
全壊率

[%]
*2

計測

 震度
*4

PGA

[cm/s

外装材が被害を受けた木造建物

全壊・大破といった大きな

宇土，宇土市浦田町震度計の

大きな被害を受けた建物は少なかった． 

地震動強さ指標には，建物の大

スペクトル値（以下，1-1.5 秒応答）

も記している．ま

方向ベクトル合成最大方向）を

ほとんどの観測点で，地震動強さ指標は前震よりも本震の方が大きい．前震・本震と強い

843.2
(579.5)

89.7
(71.6)

593.7
(417.4)

646.2
(393.7)

60.5
(37.5)

330.0
(278.7)

670.7
(736.6)

71.6
(61.3)

440.6
(484.1)

620.1
(368.9)

90.6
(52.0)

729.4
(427.0)

829.8
(669.1)

35.9
(25.0)

123.5
(58.8)

882.0
(337.1)

84.9
(38.5)

569.9
(248.2)

792.7
(372.3)

76.6
(36.6)

571.9
(247.5)

508.0
(354.7)

79.3
(52.9)

665.0
(409.7)

672.4
(449.0)

86.1
(42.7)

651.6
(312.2)

609.0
(348.2)

60.4
(32.0)

432.3
(252.8)

353.4
(140.0)

29.2
(14.2)

143.0
(62.1)

464.3
(324.1)

88.3
(41.1)

630.1
(294.9)

778.2
(488.9)

37.9
(20.6)

152.5
(68.2)

741.6 157.2 1227.1

975.0 93.6 616.0

2765.2 105.8 332.1

地震動強さ
*3

PGA
*5

[cm/s
2
]

PGV
*6

[cm/s]

A1-1.5

[cm/s

 

 
外装材が被害を受けた木造建物 

全壊・大破といった大きな

宇土，宇土市浦田町震度計の 4

 

地震動強さ指標には，建物の大

秒応答）7)

も記している．また，加速

方向ベクトル合成最大方向）を

前震・本震と強い

593.7
(417.4)

5.84
(5.56)

330.0
(278.7)

5.47
(5.14)

440.6
(484.1)

5.69
(5.59)

729.4
(427.0)

6.30
(5.81)

123.5
(58.8)

4.61
(4.16)

569.9
(248.2)

5.95
(5.15)

571.9
(247.5)

5.94
(5.16)

665.0
(409.7)

5.99
(5.52)

651.6
(312.2)

6.05
(5.38)

432.3
(252.8)

5.84
(5.28)

143.0
(62.1)

4.50
(3.87)

630.1
(294.9)

5.92
(5.28)

152.5
(68.2)

4.65
(3.98)

1227.1 6.63

616.0 6.03

332.1 5.58

1-2秒
震度

1-1.5
*7

[cm/s
2
]
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揺れが連続したものの，被害の大きさは，本震のみで説明できる 10～12)という指摘も多いため，地震動強

さは本震の値に着目し，建物被害との関係について分析する．PGA，PGV を見ると，K-NET 熊本，K-NET
矢部，K-NET 宇土で PGA が 800 cm/s2を超えており，PGV は嘉島町上島震度計で 90 cm/s を超えている． 
次に，弾性加速度応答スペクトルを一般的な減衰定数 5 %とした場合，建物が全壊に至る時の等価減

衰である減衰定数 20 %7)とした場合について図 15～17 に示す．図 17 には，K-NET 宇土と K-NET 熊本

の本震記録と過去の強震記録，具体的には 1995 年兵庫県南部地震 JR 鷹取，2004 年新潟県中越地震 JMA
小千谷，2011 年東北地方太平洋沖地震 K-NET 築館の記録を記している．多くの強震記録は，計測震度

と人体感覚に対応した周期 1 秒以下の短周期 8~9)が卓越している一方，建物の大きな被害と相関がある

1-1.5 秒応答は，木造全壊率が 1.8 %であった 2004 年新潟県中越地震の JMA 小千谷よりも小さい．その

ため，震度 6 弱以上といった大きな震度を記録したにも関わらず，大きな被害を受けた建物がほとんど

見られなかったのは，計測震度と人体感覚に対応した周期 1 秒以下の短周期が卓越し，建物の大きな被

害と相関がある 1-1.5 秒応答が小さかったためであると考えられる．なお，JMA 小千谷より大きな 1-1.5
秒応答を記録している観測点もいくつか見られ，特に嘉島町上島震度計や宇城市豊野町震度計では 1-2
秒震度は 6 強となっているが，建物棟数が少ないため定量的な分析を行うことは難しい．また，宇土で

は RC 造の市役所建物が崩壊していたが，偏心によるねじれ振動が生じたとの分析結果 13)もあり，建物

の個別的な要因が影響していた可能性がある． 
 

 

 

 

 

  
図 14 加速度波形（水平 2方向ベクトル合成最大方向） 
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図 14 加速度波形（続き，水平 2方向ベクトル合成最大方向） 
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図 15 弾性加速度応答スペクトル（上段：前震，下段：本震，減衰定数:5%，水平 2方向ベクトル合成） 

 

      

      
図 16 弾性加速度応答スペクトル（上段：前震，下段：本震，減衰定数:20%，水平 2方向ベクトル合成） 
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図 17 弾性加速度応答スペクトルの過去の強震記録との比較 

（左：減衰定数:5%，右：減衰定数 20%，水平 2方向ベクトル合成，熊本地震はいずれも本震の記録） 

 

5.まとめ 

 

 2016 年に発生した熊本地震を対象として，熊本県央（ただし，益城町については別途 1）報告），天草

地域において震度 6 弱以上を記録し，波形が公開される可能性が高い，もしくは公開されていた点を優

先し，強震観測点周辺の被害調査を行った．その結果，いくつかの観測点で全壊・大破といった大きな

被害を受けた建物が見られたものの，その数は震度の大きさに対して少ないものであった． 
観測された強震記録の性質と被害との対応について検討した結果，震度 6 弱以上といった大きな震度

を記録したにも関わらず大きな被害を受けた建物がほとんど見られなかったのは，いずれも計測震度と

人体感覚に対応した周期 1 秒以下の短周期が卓越し，建物の大きな被害と相関がある周期 1-1.5 秒応答

が小さかったためであると考えられる． 
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ABSTRACT 
We carried out damage investigation around the seismic stations in the central region of Kumamoto Prefecture and 

Amakusa region during the 2016 Kumamoto Earthquake. No heavily damaged buildings were found in most of the 
seismic stations. We investigated the correspondence of the strong ground motions with damage to buildings. 

Short-period below 1 sec. was dominated in most of the strong ground motions and the 1-1.5 sec. response which 
has close relationship with heavy damage to buildings was small, therefore, few heavily damaged buildings were 

found in spite of high JMA seismic intensity scale. 
 

Keywords: The 2016 Kumamoto Earthquake, Strong Ground Motion,Earthquake Damage Investigation, 

 Seismic Station, The Central Region of Kumamoto Prefecture, Amakusa Region 

 




